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PF ではシンプルかつ汎用性及び拡張性をもった制御用ソフトウエア「STARS(Simple Transmission and 

Retrieval System)」を基本とした放射光ビームライン制御系の統一化が進行し、成果をあげている。STARS は

サーバ・クライアント型のシステムで、複数のクライアントが TCP/IP Socket を利用してサーバに接続する。

STARS サーバは各クライアントから送られてくるテキストベースのメッセージを、そのメッセージ内に含ま

れる配信先の情報に応じて転送する。STARSのサーバ部分は Perl を使用して作成されており、様々な OS(オ

ペレーティングシステム) 上で動作することが可能である。 

STARS I/O Clientの開発：STARSにおいては、パルスモータコントローラなどの実際のハードウエアとの通

信を行い、デバイスドライバー的な機能を提供するクライアントプログラムを I/O Clientと呼ぶ。PFではビ

ームライン制御系の統一化作業が開始された際、利用されているハードウエアについて調査が行われ、その

結果を受けて I/O Clientの開発がおこなわれてきた。また、現在も新しいハードウエアが採用される度に迅速

な I/O Client 開発が行われている。これらの I/O Client は STARS サーバ同様、STARS の Web ページ

（http://stars.kek.jp）からダウンロード可能である。 

他のシステムとの接続：STARS においては他の制御システ

ムの利用は否定されない。STARSのユーザは、TCP/IP Socket

を使用したテキストベースのメッセージの送受を行い、い

くつかのメッセージの取り決めに従いさえすれば、OSや開

発言語、データアクエジション用アプリケーションの選択

は自由である。実際にいくつかのビームラインでは、ユー

ザにより開発されたプログラムや LabVIEW、SPEC といっ

たアプリケーションプログラムとの接続が行われている。

また、STARSから他の制御システムを利用する試みも進行している。図 1はドイツ DESYで開発された TINE

との接続（DESYとのコラボレーションにより開発）を行ったもので、TINEの特徴の一つであるマルチキャ

スト機能を利用、ネットワークの負荷を最小限とし、リング電流などの情報を配信した例である。 

ビームラインへの導入例: 今回 BL-16A再構築に伴い、同ビームラインへの STARS導入が行われた。今回の

システムでは光学系用のパルスモータが合計 27軸、リニアエンコーダ x2、ロータリーエンコーダ x2等が接

続されている。図 2にシステム構成、図 3に STARSサーバおよび Clientの配置を示す。 
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図 1. TINEとの接続 
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図 2. システム構成 
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図 3. サーバおよび Clientの配置 


